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新春顔合せ会

二月十八日(金)開催

来春二月に豊島支部新年顔合せ会を開催いたします。会場は懇親会を開催いたしました池袋西口の「浜伸」を予定しております。時間は午後六時半開催の予定です。会場・会費など仔細は一月中旬にご案内いたします。

新年になりますと何かとお忙しいことと思いますが、今から手帳にご記入の上、ご出席を予定していただければ幸いです。

懇親会には豊島支部の会合としては、久方ぶりに二十名余のご出席がありました。今回もそれ以上のご出席を期待しています。

今までに校友会や支部のご案内が届いていなかった校友もいらっしゃるので、ご出席に二の足を踏まれます校友もおいでになると思いますが、お気軽に、顔を出して豊島支部の活動にご参加ください。

豊島支部は昨年から、模索しながら豊島に関係する明治大学校友の友好を第一にと活動しておりますが、組織･スッタフはこれから整備していかなければ成らない状態です。

多くの校友の皆様のご協力で｢楽しく愉快｣な校友会を作って参りましょう。

豊島東ロータリークラブ訪問

　前号でご紹介いたしました遠藤当支部副部長の卓話をお聞きしようと十二月一日に、メトロポリタンホテルで開催された豊島東ロータリーの例会を訪問いたしました。

　当クラブに所属の本学ＯＢの斎藤直校友･米倉健司校友･村中秀朗豊島支部幹事長･細田悌治校友の皆様に温かく迎えられました。有馬康男校友は海外出張中でご欠席でした。

　セレモニーで八百九十九回の例会会出席者の表彰があり、米倉校友が表彰されました。十数年の間休み無しと言うことは素晴らしい事で米倉校友の精神力･体力に改めて尊敬いたしました。
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卓話の妙録はつぎのとおりです
「会津物語」　　　遠藤輝男校友

会津藩物語・・・その中の一部分、戊辰戦争以降の藩士の生き様について、故郷を同じくする先人のことを語ってみたいと思います。

幕府より突如京都守護職を命じられた会津藩は、藩主松平容保を擁し、京都に入りました。幕府側からみれば、勤皇の志士と称して乱暴狼藉を働いている西軍の浪士達を取締まることが目的です。その間、新撰組を見回組として配下にいたし数々のドラマをつくりました。五年後、鳥羽伏見の戦いの後、江戸に退き、一橋慶喜公は、恭順謹慎の意を表しやむなく藩兵を纏め会津に帰城致します。最後の徳川幕府の終幕線を演じ落城に至りました。

　落城、幽閉禁固に続き大赦があり、自由の身となり漢学者として再出発し、終章では西国熊本の地で教鞭をとり、多くの教え子に親しまれ世を去った会津人がおります。秋月悌次郎胤永の波乱万丈の生き様です。明治に来日、最後は帝国大学にて英文学を講じた英国人、ラフカディオ・ハーン(小泉八雲)に｢日本人のなかで最も尊敬する人を唯一人挙げよと言われるならば元会津藩士秋月悌治郎先生を挙げます。｣と言わしめた人です。

　幼少より神童の誉れ高く、藩校、日新館を主席で卒業、幕府昌平校をトップで終了、判明により諸国巡察、会津藩京都出兵時には公用方として活躍、帰城後は軍事副奉行として篭城戦を指揮、落城。謹慎幽閉中に少年藩士二名の助命の為収容所を脱走、長州藩の友人にこれを託す。終身刑として熊本藩に預けられ、大赦の後幽閉中の恩顧に報いる為に請われて第五高等学校(熊本高等学校)にて教鞭をとる。五年余、生徒等に忘れ得ぬ多くの教訓と、鮮烈な人間的影響を及ぼした。

　完成された人間から発する香気というか放射能というか、その照射を受けることが薫陶なのであろうか　そのいくつかをお話させてい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただきました。　　　　
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卓話を講演中の遠藤副支部
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